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日本学生支援機構の
給付奨学金を
お申し込みの方

青 山 独 自
学費優遇制度

下記の適用条件に該当する希望者は、該当する項目に応じて、授業料の一部または、
受験料を減免します。（１年次のみの学費に適用）

Ａ優遇

家 族 優 遇

適　用　条　件 提　出　書　類 免除額

10万円
本校の在校生及び卒業生の親子・兄弟姉
妹等（二親等まで）の入学者。または本
校卒業生の再入学者。

戸籍謄本
（写しで可）

Ｂ優遇

Ａ Ｏ 入 学
優 遇

適　用　条　件 提　出　書　類 免除額

８万円
2026年3月高校・大学・短大・専門学
校卒業見込みの者または卒業した者、及
び社会人でＡＯ入学で合格した者。

卒業見込み証明書、また
は卒業証書の写し
（高校在学者は不要です）

Ｃ優遇

大・短・専
卒業者優遇

適　用　条　件 提　出　書　類 免除額

10万円
大学・短大・専門学校卒業見込みの者ま
たは卒業した者。

卒業見込みまたは、
卒業証明書等の書類
（卒業証書の写し可）

Ｄ優遇

受験料半額免除

適　用　条　件 提　出　書　類 免除額

１万円
体験入学（オープンキャンパス）に参加した
者。およびＡＯ入学出願者。

受験料免除申請書
（体験入学修了証）
※必要事項記入

※優遇制度適用希望者は必ず入学願書の該当箇所に○印をして下さい。（○印がない場合は適用になりませんので
注意してください）
※提出書類は、願書と一緒に提出して下さい。
※A・B・Cの優遇は、いずれかの1つのみ適用できます。（D優遇のみ重複可）

青山学費
サポート制度

日本学生支援機構の奨学金を高校在学中に申請された方（採用候補者）を対象に、学費
の延納や月分割ができ、学費納入の負担が軽減される制度です。

以下のいずれかに該当する方が対象です。
●「第二種奨学金」を貸与月額10万円以上で申請された方
●「給付奨学金」、「第一種奨学金」、「第二種奨学金」のいずれかを合算して合計月額10万円以上となる方
※保護者等の申し出により本校所定の申込用紙の記入が必要です。希望する方は合格後に本校までご連絡下さい。
※給付奨学金採用候補者が本制度を利用する場合、施設維持費のみ月分割が可能です。
　詳しくは本校までお問い合わせ下さい。
※原則として教科書・用具・行事費は3月中旬までに一括でお支払い下さい。
※2年次も月分割が可能です。
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日本学生支援機構の給付奨学金の採用候補者に決定している方は、併せて授業料
等の減免が受けられるため、入学金と授業料は入学後の納入となります。
入学後に本校より支援区分に応じた入学金と授業料をお知らせしますので、指定する期
日までに納入して下さい（6月頃を予定）。
入学金と授業料以外の施設維持費、用具・教科書・行事費につきましては3月中旬まで
に納入して下さい。
※減免額などにつきましてはP9～P11をご参照下さい。
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支援対象者

支援内容

※特待生で出願された方は、特待生出願のマスから見て下さい。指定校と優遇制度を併せて特
待生試験を受験された方は指定校＋優遇の金額か特待生の金額のどちらか一方の多い方の金
額が適用されます。

※○は重複可、△は金額の大きな制度１つのみ適用、×は重複不可各学費優遇制度早わかり表

指 定 校 推 薦 出 願
（5万円）

特 待 生 出 願
（50・20・10・5万円）
家族優遇制度（10万円）
大・短・専卒業者優遇制度（10万円）

Ａ Ｏ 出 願
（8万円）

診療 情 報 管 理 士 推 薦 出 願
（25万円）

指 定 校
推薦出願
（5万円）

特待生出願
（50、20、10、5万円）

家族優遇制度
大・短・専卒業者
優 遇 制 度
（10万円）

ＡＯ出願
（8万円）

診療情報管理士
推 薦 出 願
（25万円）

○

○

×

×

○

△

△

△

△

○

×

×

△

×

×

×

他 校 併 願 出 願 × × ○ × ×

△

×

×

×

他校併願
出 願

×

×

○

×

×
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高 等 教 育 の
修学支援新制度

1 給付奨学金の支給

1 給付奨学金の支給

2 授業料等の減免+ を組み合わせた支援が受けられます。

1
給付奨学金

2
授業料等減免
（年間上限59万）

全額支援
2/3支援

1/3支援 1/4世帯
多子世帯・理工農系

2/3支援
1/3支援

1/4支援(多子世帯に限る)

※支援区別は世帯構成や年収などで異なります。
※毎年9月頃に区分の見直しが行われます。

世帯年収に基づく支援区分に応じて日本学生支援機構より各学生に支給されます。

※生活保護（扶助の種類を問いません）を受けている生計維持者と同居している人及び社会的養護を必要とする人で
　児童養護施設等から通学する人は、 上表のカッコ内の金額となります。

世帯年収約700万円 年収の所得制限なし

全額支援
多子世帯
2025年度実施予定

世帯年収約300万円
第Ⅰ区分

第Ⅱ区分
第Ⅰ区分

第Ⅳ区分（多子世帯に限る）
第Ⅲ区分

区 分

25,600円 （28,400円）
38,300円 （42,500円）

9,600円 （10,700円）
12,800円 （14,200円）

自 宅 通 学

50,600円
75,800円

19,000円
25,300円

自 宅 外 通 学

世帯年収約400万円
第Ⅱ区分

世帯年収約460万円
第Ⅲ区分 第Ⅳ区分

全額支援

　〰〰〰

経済的な理由で進学を諦めずにすむよう、給付奨学金と授業料等の免除・減額
により、意欲のある学生等の皆さんの「学び」を支える制度です。

●住民税非課税世帯及びそれに準ずる世帯
●扶養する子が3人以上である多子世帯
●私立理工農系の学科に通う学生(世帯年収の基準を満たすこと)

※多子世帯で私立理系農系学部・学科に通う場合は、多子世帯の支援が優先されます。
※本校の建築学科、建築設計デザイン科は支援を受けられる対象になります｡

日本学生支援機構、進学資金シミュレーター

ご自身が支援対象となるか調べることができます。


